
（別紙３）

～ R7年　１月　３１日

（対象者数） １１名 （回答者数）
１１名

～ R7年　１月　３１日

（対象者数） 4名 （回答者数）
４名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1 ・必要に応じた、パーテンションの購入などを行う

2 ・利用児に合わせた環境設定を行っていく。

3
・いろんな行事の企画を行い、保護者の方が交流できる機会

を増やしていく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1 ・イベント情報収集を細目に行う

2 ・研修等を行い、職員のスキルを上げていく。

3

・子どもの特性、その時の状態に合わせた支援を行

っている。

・利用児に合わせた、クールダウンの場所や場面の切り替えを

行っている。

・すぐに利用児及び保護者の困っていることなど話し合いを行

い、現状を把握したうえで、職員または関係機関と連携し、支

援を行っている。

・保護者または関係機関のとの連携を常に行い、「今、何が必

要かの把握を取り組んでいる。

・保護者同士が交流できる場を設けている。
・行事と一緒に保護者会を行っているので、子ども同士、保護

者同士が話しやすい場所設定を行っている。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・地域間交流、イベントに参加する機会が少ない。 ・地域イベントの情報等を積極的に収集していない。

・利用児に対する、職員間の声かけが統一できていなかった。 ・児発管を含む職員への指導不足

R7年　１月　２１日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2025年　２月　７日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 トイロ

○保護者評価実施期間
R7年　１月　２１日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


